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Analyte : 

1. Ethyl acetate          4.0 mL/L

2. Chloroform             0.2 mL/L

I.S. 1-Propanol           3.2 mL/L

標準溶液測定例

分離度

2.9

N,N-Dimethylformamide

コルヒチンは痛風を抑えたり、ベーチェット病の治療
薬として使用される医薬品として知られています。

今回は、日本薬局方に記載されているコルヒチン純
度試験を参考に分析を行いました。

標準溶液は、酢酸エチル・クロロホルム・1-プロパ
ノール(内標準成分)をN,N-ジメチルホルムアミドで
希釈したものを使用しました。クロロホルムと1-プロ
パノール(内標準成分)の分離度及び酢酸エチル・ク
ロロホルムの相対標準偏差を確認したところ、良好
な結果が得られましたのでご紹介致します。

コルヒチンの純度試験 － 日本薬局方参考 －
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*Standard mixture

GT056

アプリケーション検索はこちらから ・・・ https://www.gls.co.jp/technique/app/app_search.html



GL Sciences GC Technical Note

ジーエルサイエンス GC テクニカルノート

相対標準偏差

内標との面積比の繰り返し性(n=3)

System : GC4000/FID

Column : InertCap Pure-WAX

0.53 mm I.D. × 30 m df = 1.00 µm

Col. Temp. : 60 ℃(7 min hold) - 40 ℃/min - 100 ℃(10 min hold)

Carrier Gas : He 29 cm/sec

Injection : Split flow 100 mL/min

130 ℃
Detection : FID Range 10^1

200 ℃
Sample Size : Analyte in N,N-Dimethylformamide

2.0 µL

Conditions

酢酸エチル クロロホルム
１回目 1.008 0.0127

２回目 1.011 0.0126

３回目 1.008 0.0125

平均値 1.009 0.0126

標準偏差 0.001494 0.000106

相対標準偏差(%) 0.15 0.85


